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(百万円未満切捨て)

１．令和元年９月期第２四半期の連結業績（平成30年10月１日～平成31年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

元年９月期第２四半期 2,218 6.2 233 △8.4 234 9.1 122 3.8

30年９月期第２四半期 2,088 △9.2 255 △25.2 214 △37.4 117 △44.9
(注) 包括利益 元年９月期第２四半期 112百万円( 14.6％) 30年９月期第２四半期 97百万円(△61.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

元年９月期第２四半期 23.81 ―
30年９月期第２四半期 22.94 ―

　

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

元年９月期第２四半期 5,767 4,710 81.5
30年９月期 5,559 4,664 83.7

(参考) 自己資本 元年９月期第２四半期 4,699百万円 30年９月期 4,653百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年９月期 ― 0.00 ― 13.00 13.00

元年９月期 ― 0.00

元年９月期(予想) ― 13.00 13.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．令和元年９月期の連結業績予想（平成30年10月１日～令和元年９月30日）
　 (％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 12.3 500 55.9 480 78.3 280 121.7 54.52
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

１株当たり当期純利益につきましては、平成31年４月１日付の従業員等に対する譲渡制限付株式としての自己株式処
分に伴う期中平均株式数の変動を反映した修正を行っております。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 元年９月期２Ｑ 5,255,000株 30年９月期 5,255,000株

② 期末自己株式数 元年９月期２Ｑ 124,443株 30年９月期 124,443株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 元年９月期２Ｑ 5,130,557株 30年９月期２Ｑ 5,130,557株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績等は、今後の
経済情勢、市場動向に関わるリスクや不確定要因等により変動する可能性があります。

決算短信（宝印刷） 2019年05月15日 15時13分 2ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）決算短信（宝印刷） 2019年05月15日 15時13分 2ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ジョルダン株式会社(3710) 令和元年９月期 第２四半期決算短信

— 1 —

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………… 9

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………11

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………11

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………11

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………11

（追加情報） ……………………………………………………………………………………………12

決算短信（宝印刷） 2019年05月15日 15時13分 3ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ジョルダン株式会社(3710) 令和元年９月期 第２四半期決算短信

— 2 —

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成30年10月１日～平成31年３月31日）におけるわが国経済は、景気の一部に弱さ

が見られるものの緩やかな回復が続いてまいりましたが、一方で通商問題の動向等を含め、海外経済の不確実性等

に留意が必要な状況となってまいりました。

情報通信業界におきましては、企業のソフトウエア投資は概ね横ばいから若干の増加傾向となっており、情報サ

ービス業及びインターネット附随サービス業の売上高についても前年同四半期（平成29年10月１日～平成30年３月

31日）と比べ増加傾向となりました。また、１世帯当たりのインターネットを利用した支出についても前年同四半

期と比べ増加となりました。このような中、スマートフォンの更なる普及（特にSIMフリースマートフォンの普及）

に加え、IoT（モノのインターネット）の進展やAI（人工知能）技術の進化等、情報通信に関する市場環境の変化は

更に加速してまいりました。また、交通サービスの領域におきましても、「MaaS（Mobility as a Service）」（モ

ビリティのサービス化）の流れが徐々に進展してまいりました。

当社グループにおきましても、この市場環境の変化に対応した事業展開のための基盤整備に取り組んでまいりま

した。「乗換案内」の各種インターネットサービス（携帯電話サイト・スマートフォンアプリ・スマートフォンサ

イト・PCサイト）の検索回数は、平成31年３月には月間約２億3,300万回となっており、多くの方々に広くご利用い

ただいております。

このような環境の中で、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は2,218,556千円（前年同四半

期比6.2％増）、営業利益は233,742千円（前年同四半期比8.4％減）、経常利益は234,411千円（前年同四半期比9.1

％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は122,180千円（前年同四半期比3.8％増）という経営成績となりまし

た。

売上高につきましては、乗換案内事業セグメントの売上高が大きく増加し、加えてその他セグメントの売上高も

増加いたしました。これらが、マルチメディア事業セグメントの売上高の減少を上回ったこと等により、売上高は

全体として前年同四半期と比べ大きく増加いたしました。営業利益につきましては、マルチメディア事業セグメン

トの利益の減少（損失の増加）が、その他セグメントの利益の増加を上回ったこと等により、全体として前年同四

半期と比べ減少いたしました。一方で、営業外収益の増加や営業外費用の減少（中でも持分法による投資損益の改

善）等の影響があり、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前年同四半期と比べ増加

いたしました。

　

セグメント別の経営成績の状況は、次のとおりです。

　

乗換案内事業

乗換案内事業では、モバイル向け有料サービスの売上高は前年同四半期と比べ減少したものの、一方で、法人

向けの事業において新たにバスロケーションシステムの提供を開始したこと等によりその売上高が大きく増加し、

加えて旅行関連の事業や広告等の売上高も増加いたしました。それらの影響により、乗換案内事業全体の売上高

は前年同四半期と比べ大きく増加いたしました。費用面では、旅行関連事業の売上高や原価率の増加に伴う仕入

高の増加や、今後の事業展開を見据えた費用の増加等の影響も生じており、乗換案内事業全体の利益は前年同四

半期と同程度となりました。

それらの結果、乗換案内事業全体としては売上高2,074,505千円（前年同四半期比6.0％増）、セグメント利益

351,413千円（前年同四半期比0.7％減）となりました。

　

マルチメディア事業

マルチメディア事業では、出版関連の事業が順調に推移せず、売上高は前年同四半期と比べ減少いたしまし

た。その影響で、損益面でも損失が発生いたしました。

それらの結果、売上高51,177千円（前年同四半期比31.3％減）、セグメント損失21,781千円（前年同四半期は

12,910千円の利益）となりました。

　

その他

受託ソフトウエア開発等の事業におきましては、案件の受注・納品が順調に推移したこと等により、売上高は

前年同四半期と比べ増加いたしました。また、その影響等により、利益につきましても前年同四半期と比べ増加

いたしました。
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それらの結果、売上高118,283千円（前年同四半期比32.0％増）、セグメント利益39,574千円（前年同四半期比

66.1％増）となりました。

　

なお、上記のセグメント別の売上高は、セグメント間の内部売上高を相殺しておりません。また、セグメント利

益又は損失は、四半期連結損益計算書における営業利益をベースとしておりますが、各報告セグメントに配分して

いない全社費用及びセグメント間の内部取引費用の控除前の数値であり、合計は連結営業利益と一致しておりませ

ん。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末（平成30年９月末）と比較しますと、資産

は208,252千円増の5,767,955千円、負債は162,961千円増の1,057,879千円、純資産は45,291千円増の4,710,075千円

となりました。

資産

資産は、流動資産につきましては、132,731千円増の4,453,416千円となりました。これは、受取手形及び売掛

金が292,187千円増の786,725千円、前渡金が66,827千円増の257,196千円となった影響が、現金及び預金が

259,579千円減の3,263,695千円となった影響を上回ったこと等によるものです。受取手形及び売掛金の増加は、

多くの企業や自治体等の年度末となるため３月の売上高が増加すること等によるものです。前渡金の増加は、旅

行関連の仕入に係る前渡金が増加したこと等によるものです。現金及び預金の減少は、配当金、賞与及び法人税

等の支払並びに固定資産の取得等によるものです。

固定資産につきましては、75,521千円増の1,314,538千円となりました。これは、有形固定資産が37,180千円増

の242,669千円、無形固定資産が6,237千円減の113,061千円、投資その他の資産が44,578千円増の958,808千円と

なったことによるものです。有形固定資産は、工具、器具及び備品の取得等により、増加いたしました。無形固

定資産は、主に償却が進んでいることにより、やや減少いたしました。投資その他の資産は、その他に含まれる

長期前払費用の増加等により、増加いたしました。

負債

負債は、流動負債につきましては、162,710千円増の1,050,245千円となりました。これは、支払手形及び買掛

金が86,278千円増の265,412千円、未払法人税等が43,327千円増の110,832千円、前受金が50,507千円増の484,629

千円となったこと等によるものです。支払手形及び買掛金の増加は、３月の売上高の増加に対応した売上原価の

増加等によるものです。未払法人税等の増加は、前連結会計年度の下半期の利益よりも、当第２四半期連結累計

期間の利益が多かったこと等によるものです。前受金の増加は、旅行関連の売上に係る前受金が増加したこと等

によるものです。

固定負債につきましては、大きな増減は無く、251千円増の7,634千円となりました。

純資産

純資産は、株主資本につきましては、55,482千円増の4,653,166千円となりました。これは、利益剰余金が

55,482千円増の4,187,614千円となったことによるものです。利益剰余金の増加は、親会社株主に帰属する四半期

純利益が剰余金の配当を上回ったことによるものです。

その他の包括利益累計額につきましては、9,412千円減の46,746千円となりました。これは、その他有価証券評

価差額金が6,034千円減の13,604千円、為替換算調整勘定が3,378千円減の33,141千円となったことによるもので

す。

非支配株主持分につきましては、779千円減の10,162千円となりました。これは、対象となる連結子会社におけ

る損失の発生等によるものです。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ270,079千円減の

3,201,132千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは99,650千円の支出（前年同四半期は11,799千円の収入）となりました。

前年同四半期と比べての変動の要因は、売上債権の増加額が148,434千円増の292,187千円、前渡金の増加額が

66,827千円（前年同四半期は減少額が39,057千円でその差105,885千円）、その他の営業活動によるキャッシ

ュ・フローが△58,647千円（前年同四半期は6,091千円でその差64,738千円）となった影響が、前受金の増加額

が50,507千円（前年同四半期は減少額が107,252千円でその差157,759千円）、仕入債務の増加額が53,242千円増

の86,520千円となった影響を上回ったこと等です。

売上債権の増加額が増えた主要因は、第２四半期連結会計期間の売上高が前年同四半期と比べ増加したことで

す。前渡金の増加額が増えた主要因は、旅行関連の仕入に係る前渡金が増加したことです。その他の営業活動に

よるキャッシュ・フローの変動の主要因は、長期前払費用が増加したことです。前受金の増加額が増えた主要因

は、旅行関連の売上に係る前受金が増加したことです。仕入債務の増加額が増えた主要因は、第２四半期連結会

計期間の売上原価が前年同四半期と比べ増加したことです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは97,688千円の支出（前年同四半期比31.7％増）となりました。

前年同四半期と比べての変動の要因は、有形固定資産の取得による支出が53,445千円増の62,984千円となった

影響が、前年同四半期に長期貸付けによる支出が20,000千円だったものが無くなり、敷金及び保証金の差入によ

る支出が10,461千円減の2,719千円となった影響を上回ったこと等です。

有形固定資産の取得による支出は、工具、器具及び備品の取得が増加したこと等により増加いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは64,603千円の支出（前年同四半期比3.0％減）となりました。

前年同四半期と比べ、大きな変動はありませんでした。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成31年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,523,274 3,263,695

受取手形及び売掛金 494,538 786,725

商品及び製品 26,975 39,085

仕掛品 4,723 18,594

原材料及び貯蔵品 85 107

前渡金 190,368 257,196

その他 91,435 97,497

貸倒引当金 △10,716 △9,486

流動資産合計 4,320,685 4,453,416

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 49,302 47,468

機械装置及び運搬具（純額） 5,833 4,862

工具、器具及び備品（純額） 62,275 103,116

土地 88,077 87,222

有形固定資産合計 205,489 242,669

無形固定資産

ソフトウエア 116,800 110,563

その他 2,498 2,498

無形固定資産合計 119,298 113,061

投資その他の資産

投資有価証券 553,548 546,717

敷金及び保証金 242,859 243,206

長期貸付金 72,440 82,440

繰延税金資産 45,072 39,052

その他 17,044 66,199

貸倒引当金 △16,735 △18,807

投資その他の資産合計 914,229 958,808

固定資産合計 1,239,017 1,314,538

資産合計 5,559,702 5,767,955
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成31年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 179,133 265,412

未払費用 80,050 80,542

未払法人税等 67,505 110,832

未払消費税等 15,883 21,520

前受金 434,122 484,629

賞与引当金 67,816 44,918

役員賞与引当金 3,600 1,500

返品調整引当金 6,226 6,968

ポイント引当金 2,978 3,292

受注損失引当金 - 12

その他 30,219 30,618

流動負債合計 887,535 1,050,245

固定負債

ポイント引当金 2,383 2,634

その他 5,000 5,000

固定負債合計 7,383 7,634

負債合計 894,918 1,057,879

純資産の部

株主資本

資本金 277,375 277,375

資本剰余金 287,291 287,291

利益剰余金 4,132,131 4,187,614

自己株式 △99,115 △99,115

株主資本合計 4,597,683 4,653,166

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 19,639 13,604

為替換算調整勘定 36,520 33,141

その他の包括利益累計額合計 56,159 46,746

非支配株主持分 10,941 10,162

純資産合計 4,664,784 4,710,075

負債純資産合計 5,559,702 5,767,955
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年10月１日
　至 平成31年３月31日)

売上高 2,088,743 2,218,556

売上原価 1,155,468 1,270,339

売上総利益 933,274 948,217

返品調整引当金戻入額 10,524 6,226

返品調整引当金繰入額 10,957 6,968

差引売上総利益 932,841 947,475

販売費及び一般管理費 677,604 713,732

営業利益 255,237 233,742

営業外収益

受取利息 1,256 1,527

受取配当金 896 896

持分法による投資利益 - 5,670

受取事務手数料 166 166

雑収入 249 450

営業外収益合計 2,568 8,710

営業外費用

持分法による投資損失 19,302 -

投資事業組合運用損 1,150 1,104

為替差損 13,216 6,937

貸倒引当金繰入額 9,000 -

雑損失 300 0

営業外費用合計 42,969 8,042

経常利益 214,836 234,411

特別利益

固定資産売却益 815 -

特別利益合計 815 -

特別損失

固定資産除却損 - 1

減損損失 - 824

投資有価証券評価損 - 5,773

特別損失合計 - 6,598

税金等調整前四半期純利益 215,652 227,812

法人税等合計 96,174 106,315

四半期純利益 119,478 121,496

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

1,799 △683

親会社株主に帰属する四半期純利益 117,678 122,180
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年10月１日
　至 平成31年３月31日)

四半期純利益 119,478 121,496

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,320 310

為替換算調整勘定 △8,436 △3,301

持分法適用会社に対する持分相当額 △11,952 △6,422

その他の包括利益合計 △21,710 △9,412

四半期包括利益 97,767 112,084

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 95,967 112,767

非支配株主に係る四半期包括利益 1,799 △683
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年10月１日
　至 平成31年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 215,652 227,812

減価償却費 49,022 53,656

減損損失 - 824

のれん償却額 1,959 -

持分法による投資損益（△は益） 19,302 △5,670

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,513 841

返品調整引当金の増減額（△は減少） 433 742

ポイント引当金の増減額（△は減少） △186 565

賞与引当金の増減額（△は減少） △39,950 △22,898

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,200 △2,100

受注損失引当金の増減額（△は減少） △3,534 12

受取利息及び受取配当金 △2,152 △2,423

売上債権の増減額（△は増加） △143,752 △292,187

前受金の増減額（△は減少） △107,252 50,507

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,314 △26,002

仕入債務の増減額（△は減少） 33,277 86,520

前渡金の増減額（△は増加） 39,057 △66,827

未払費用の増減額（△は減少） △10,022 496

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,568 5,634

固定資産売却損益（△は益） △815 -

投資有価証券評価損益（△は益） - 5,773

投資事業組合運用損益（△は益） 1,150 1,104

関係会社株式売却損益（△は益） 9,793 -

その他 6,091 △58,647

小計 64,640 △42,265

利息及び配当金の受取額 1,468 1,438

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △54,308 △58,823

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,799 △99,650
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年10月１日
　至 平成31年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △24,303 △26,103

定期預金の払戻による収入 21,603 20,403

有形固定資産の取得による支出 △9,539 △62,984

有形固定資産の売却による収入 2,766 -

無形固定資産の取得による支出 △31,521 △23,962

短期貸付けによる支出 - △2,320

長期貸付けによる支出 △20,000 -

敷金及び保証金の差入による支出 △13,181 △2,719

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,174 △97,688

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 - 2,000

配当金の支払額 △66,604 △66,507

非支配株主への配当金の支払額 - △95

財務活動によるキャッシュ・フロー △66,604 △64,603

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,854 △8,137

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △145,835 △270,079

現金及び現金同等物の期首残高 3,405,844 3,471,211

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,260,009 3,201,132
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年３月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３乗換案内事業

マルチ
メディア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,957,171 74,470 2,031,642 57,100 ― 2,088,743

セグメント間の内部
売上高又は振替高

107 ― 107 32,506 △32,613 ―

計 1,957,279 74,470 2,031,749 89,607 △32,613 2,088,743

セグメント利益 353,861 12,910 366,771 23,830 △135,365 255,237

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託開発ソフトウエア業、情報関

連機器リース業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△135,365千円には、のれん償却額△1,959千円、各報告セグメントに配分していな

い全社費用△133,405円が含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2019年05月15日 15時13分 13ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



ジョルダン株式会社(3710) 令和元年９月期 第２四半期決算短信

— 12 —

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年10月１日 至 平成31年３月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３乗換案内事業

マルチ
メディア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,074,394 51,177 2,125,572 92,984 ― 2,218,556

セグメント間の内部
売上高又は振替高

111 ― 111 25,298 △25,410 ―

計 2,074,505 51,177 2,125,683 118,283 △25,410 2,218,556

セグメント利益
又は損失（△）

351,413 △21,781 329,631 39,574 △135,463 233,742

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託開発ソフトウエア業、情報関

連機器リース業等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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